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将来の自邸

コミュニティーセンター
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特別講師　建築家　　中山英之

現代美術のための美術館

羽藤　文人 /HATOU Fumihito

館 沙織理 /yakata saori

i
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手銭　光明 /TEZEN Mitsuaki

田内 希美 /tanai nozomi 高木 日花里 /takagi hikari

山名 くらら /yamana kurara 水津 明彦 /suidu akihiko

集合住宅

特別講師　建築家　　伊藤恭行
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小学校

特別講師　建築家　　原田真宏

  

手銭　光明 /TEZEN Mitsuaki
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メディアセンター

特別講師　建築家　　永山祐子

青戸　貞治 /AOTO Sadaharu

河野 祐理 /kouno yuuri
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集中演習　with   Edinburgh
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集中演習　with  Thammasat
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こどもにとって「遊ぶこと」とは最大の楽しみであり、生き甲斐である。こども達は遊

びから様々な事を学び、経験し、成長していっている。しかし、近年のこども達の周辺

を取り巻く環境は、こどもが被害に遭う事件や少年犯罪、遊びに対する制限により閉

鎖的になってしまっている。本計画は、児童館建築の中で遊ぶ事・学ぶ事を実体験とし

て体験する事で、放課後や週末等、限られてはいるが、とても大切な時間を有意義に過

ごすことを目的とし、この場所で遊ぶ事で、こども達は自ら考え工夫し、行動する力

を自然とつけていき、同時に感性や五感を高めていくことができる。

01.　Folding 　- 都市に住むこども達へ -
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工学会賞３席
　

安武　麗
YAUTAKE Urara               
建築計画研究室
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私が住んでいた大分県国東市では過疎化が進んでいます。

空き家が増え、学校は統合し、廃校になり住民も減っていく中でさみしさを感じました。

しかし、なくなっていくものがある中で変わらず、昔からずっと残っているものがあること

に気づきました。それは、自然や文化です。

そこで、住民の人々に建物の中に思い出を残すのではなく

自然や文化にもっと触れてもらい、その中で思い出を作ってほしいと考えました。

館　沙緒理
YAKATA Saori  
建築生産研究室            

子供部屋　 外に広がる

浴室

ト イレ

キッ チン

パン屋さん兼調理室

お母さん作業室

野菜売り場

パン売り場

自習室

リ
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ー
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子供部屋

お風呂

ト イレ

土間

キッ チン

リ ビング

02.　六郷満山　-Tourrist Route Project-
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今日、小学校において子供が被害に遭う事件により、子供の活動範囲の制限や地域住民と

の繋がりが過疎化しており、コミュニケーション力を学べる機会が減少している。そん

ななかで、新しい取り組みとして小学校と中学校を一緒にして義務教育の9年間を一つの

学校にする取り組みが広がっている。そこでは生活指導や心の育成などといった精神面

での成長が目的とされている。本計画では地域開放、人の動線、視線から小学生、中学生、

教師、地域住民との交流を軸とした小中一貫校を提案する。

03.　コ・ウ・シ　- 小学生、中学生、地域住民をつなぐ小中一貫校 -

芹川　遼平
SERIKAWA  Ryouhei                  
環境設計研究室
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一般的な商店街は道路の両端に店舗が並び、商店利用者は移動しながら建ち並ぶ商店を見て、

利用していくが移動しながらではそれぞれの商店の魅力に気付くことが難しい。そこで広場

を商店で囲み、商店街を構成することで、足を止め、一息つきながら店舗をじっくりと見て利

用できる環境が作られ、商店利用者はそれぞれの商店の魅力を知る事が出来る。また、広場は

人々の休憩場所や集いの場所となるため広場に人が集まりより商店街が活性化することに期

待する。

05.　集まる広場、交流する商店街

井田　良平
IDA Ryouhei                   
環境設計研究室
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成長とともに社会は広がっていくがそれについていけない人がいる。本計画は商店街を

学校と社会の間にあるもう一つの小さな社会とし、商店街が、本来持つ力や残された良さ

により、青年期に自己確立を達成するまでの猶予期間を過ごす場としていい環境になる

のではないかと考えた。そうすることで、商店街は人生の原点となり、社会に出たあとも

自身を見つめ直す場として存在する。商店街に新たな役割を持たせることで活性化への

きっかけにも繋がることを期待する。

05.　ふりだしにもどる　

林　香苗
HAYASHI Kanae                 
環境設計研究室
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現在の日本は非常に危険である．日本における首都機能は東京にすべて集中しており，仮に

東京に災害が発生した場合，その東京の機能を代替する施設は無く，日本は完全に停止して

しまう．そうなれば，各地に与える影響または，世界に与える影響は計り知れず，戦後最大

級の危機に陥ることだろう．そのため日本の正常時は東京都と同じ首都機能の業務をこなし，

東京が有事の際には東京のバックアップとなりうる代替施設が必須である

06.　第弐国会議事堂

藤田　敦
FUJITA Atsushi                   
建築意匠研究室

工学会賞 1 席



2012  卒業設計18

ライフスタイルの変化に伴い人々のつながりの意識は「地域」を飛び越え様々な方向へ向け

られるようになった。本計画では現代の社会に必要とされる最小限の人間性を確保する集合

住宅の計画を行う。

07.　一つの意識　- 所属という意識の共有 -

牧　佑育
MAKI Yusuke               
建築意匠研究室
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現代社会の中で最も普及している移動手段と言えば自家用車での移動だろう。高速道路、国

道、県道と多くの道路が整備され日本中に張り巡らされた都市の交通網は今日も多くの自動

車で溢れている。この自動車社会において理想の施設とは何だろうか？道の駅、高速道路の

サービスエリアなどの公共施設が整備されている現代で新たな建築と交通、建築と土木の共

存について再考察し、提案する。

08.　JCT コンプレックス

西田　孝志
NISIDA Takashi                    
建築意匠研究室
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近年、過保護な家庭が増加するにつれて、それに合わすように学校もまた過保護な教育へと

変化してきている。子どもの将来への期待、危険回避からの過剰な愛情が子どもの行動範囲

を狭め、縛り付けられる環境になっている。本来の子どものライフスタイルを田舎ならでは

の大自然から取り戻すことが目的である。

本計画は子どもに自由を与え、自然のままに行動し遊びから学ぶことの出来る小学校を山村

留学という様式を取り入れ計画するものである。

09. 　子どもが子どもである時間

南原　良祐
NANBARA Ryosuke                   
建築意匠研究室

工学会３席
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日本のさまざまな町や村の過疎化は著しく進んでいる。それは主要都市などからの距離の離

れ、かつ交通の便に劣ることにも影響される。離島ともなれば尚更であり、本計画地の牛島

も着実に過疎化が進んでいる。このまま過疎が進み、無人島になれば、この島や島民の記憶

はどこへいくのだろうか。

そこで本計画は、島や残りの島民のためのシンボル的な火葬場を計画し、海から山へ伸びた

火葬場がこの島の日常風景となっていき、最終的に島の墓標となっていく様を提案する。

10.　島の日常風景　~ 記憶する火葬場 ~

田村　祐輔
TAMURA Yusuke                
建築意匠研究室

工学会賞３席
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本計画は鳥取砂丘周辺の再開発を目的とした計画である。

鳥取砂丘は山陰海岸国立公園の特別保護地区に指定されている日本最大の国立公園であ

る。多い年には200万人近い観光客が訪れる鳥取県最大の観光地でもある。

しかし近年では防砂林の影響による砂丘内への雑草の侵入のため観光地としての景観破

壊、砂丘面積の減少といった問題が生じており、人の手のよる管理が続いている。

本計画は砂丘に新たなる風景をつくり出すための境界の提案である。

11. 　砂丘の境界

山本　拓哉
YAMAMOTO Takuya                  
建築意匠研究室
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人は人を呼び、物が集まる。技術、文化、歴史を引き寄せ、都市は形成されていく。

人々が集まれば幸せや楽しさ、時には悲しみや憎しみ、絶望を引き寄せてしまう。人間は、

そんな悪いことから目を背け、自らを偽り、演じ、真実から逃げてしまう。真実の自分と向き

合うには、強い覚悟と精神力、そして沢山の時間が必要である。

しかし、現在の日本は忙しすぎ時間も精神も余裕がなくなってきている。

そこで、広島独自の時間「広島Time」を創りだし、都市空間を創造していく。

12.　人間の引力

二口谷　俊介
HUTAKUTIYA Syunsuke                     
建築意匠研究室
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私たちの暮す現代は物にあふれている。大量生産、大量消費され、ものに価値はなく人は不自由なく生活している、し

かし私たちはそれになんの疑問も関心も持っていない。豊かさを追求する課程で豊かさは失われてしまったと感じる。

何かおかしいのではないか。理想の生活に理想はなく、都会のようにものがあふれ不自由なく暮らす生活ではなく、田

舎での生活のように少し不自由な暮らしに温かさや良さを感じる。

それは古くから人のそばにあり、共に生きてきたものがあるからではないかと考える。

人は水とともに生きてきた。水はあるだけで豊かであり、最も根源的な豊かさだと考える。

建築に水を取りこみ、水と接し、水と暮らす濾過施設にレストラン、宿泊施設を複合した建築を提案する。

13.　陸に広がる瀬戸内海

友中　雄一
TOMONAKA Yuichi                 
建築意匠研究室
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14.　宿場町×小学校　－まちに広がる子どもの空－

田内　希美
TANAI Nozomi                      
建築意匠研究室

近年、子どもが被害に遭う事件や公園での遊びに対する制限など、子どもを取り巻く生活環
境の変化によって子どもたちの社会性や協調性、自然や人との繋がりを学ぶ機会は失われつ
つある。また、東日本大震災を受けたことにより、身を守るために人々の生活は自然から遠
ざけられている。
本計画は、子どもたちを取り巻く自然や社会の変化から、閉鎖的になりつつある小学校建築
に新たなアクティビティを創出し、更に河川によって分断された町をつなぐことで人と町と
の間に新しい関係性を生む。
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私たちの身の回りには世界中のモノが溢れている。食べ物や衣服、音楽、文化や宗教が海

を越えてやってくる。

建築はどうか。

世界は70％の海でつながっている。30％の土地に縛られた建築が土地から離れ動き出す

ことで世界に新たな景色と、芸術作品や図書などを通して異文化交流の体験をする施設

を提案する。

15.　回遊する建築　~ つながる世界 ~

佃　真由美
TSUKUDA Mayumi
建築意匠研究室
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16.　新しい価値を持つ建築　~ 歴史から建築的価値を考える ~

山名　くらら
YAMANA Kurara              
建築意匠研究室

本計画では、熊本県天草を歴史と文化を残しつつ、自然の景観を考え、新たな発見や建築的価

値を考え、地域文化や地域財産を残すという計画である。

また、用途として、コミュニティや公共交通機関として、たくさんの人びとに利用してもらい、

天草の拠点として島全体に発信していく。
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本計画は、再開発が進んでいる広島駅周辺において、バスや電車、市電といった交通の拠

点である広島駅をただの交通拠点で終わらすのではなく、人々が集まり往来する場所と

して快適な空間を提供するものである。また、駅という空間が街の中に表と裏といった

場所をつくらないように、線路という横の軸をGLよりさげることにより街から一時的に

電車と線路を隠し大きな丘のようなヴォリュームで北口と南口をシームレスにつなぎ街

と一体化させる計画である。

17.　丘がつなぐ人と街　~ 広島駅再構想計画 ~　       

越智　勇介
OCHI Yusuke                  
建築意匠研究室

concept

diagram

diagram1

diagram2

CG diagram

薄い紙の帯 力を加えると凸の形に より力を加えると波打つ さらに力を加えると大きく曲がる

平面 細分化する 太さを変える 長さに変化をつける

丘のような緩やかなヴォリューム 細分化 波打たせる

フラットな床面ではなく波のような床にすることにより、突然予期しない空間ができあがる。緩やかで登れるところ、急で登れないところ、沈み込んでいて座るのにちょうどいいところ、

そんな数ある空間の中できっと自分のお気に入りの空間が見つかり、過ごしやすい場所となる。

study plan

現在の駅は必要なものだけが押し込まれた没個性的な空間となっており、人々が快適に過ごせるような空間とはあまりにも言い難い現状である。けれど、人によって気持ちの良い空間というものは違う、

一つの建築がすべての人に受け入れられるというのは難しい、しかし、柔軟な空間形成により多くの人に受け入れられる空間を提供することはできる。この新しい広島駅は” 波” をテーマにしている。

波はただの水の動きだけを指しているわけではない。人の動き、光、音、風、様々な要素を含んだ “波” である。緩やかな” 波” や激しい “波” それによってできる空間は一つとして同じものはなく、

とても個性的な空間となる。屋根が床になり、床が屋根に、外が中に、中が外に切り替わるそんな不思議な空間や、本来の意図とは違った使い方などが生まれるだろう。この駅はそんなアクティビティ

に満ちており利用する人によってそのポテンシャルを発揮する、半受動的な空間である。そうすることによって , 利用する人にとって過ごしやすい快適な空間ができていく。

なにもない平らな平面を細分化する。そしてできた帯の太さを変え長さを変える。そうすることにより何も無かった平面は動きができ、軸線ができる。太さが違うことにより空間に

変化を与える。

丘のような大きなヴォリュームで覆ってしまうと、内部空間が暗くなってしまう。しかし、丘のヴォリュームを細分化すれば僅かな隙間ができ、内部に微かな光をもたらすことができる。

さらに、細分化によってできた小さな丘を一つ一つ波のように動きをつけることによって、様々なところで小さな隙間や大きな隙間ができ内部空間に光が入り、丘のヴォリュームに比べ

比較的明るい空間となる。

diagram3

くぐる 下る 上る

膨らんだり、くぼんだりした床を上ったり、下ったり、あるいはくぐってみたり、平面では起こらなかった動きが生まれ、立体的動線は人の波を生む。

Smoking

　　Area

緩やかな少し高い” 波” ちょうどいい空間。自動販売機があったり、ベンチがあったり、少し休憩。上では人が歩いている。少し違う視点で駅の中を見てみる。

plan1

少し盛り上がった “波” 細長い空間。ここは喫煙ルーム。電車の待ち時間にちょっと一服。

plan2

plan3 plan4

波が下りフラットになった空間。ここは小さな広場。椅子に座って談笑したり、何かを書いたり、椅子じゃない少し盛り上がった場所に座り込んでみたり。

ゆるく長い” 波” 細長い空間。ここは駐輪場。自転車を止めて駅の中をぶらぶらしたり、電車に乗って遠くに行ったり。

少し盛り上がった小さな” 波” 少し狭い空間。ここは売店。飲み物やタバコが置いてある。会社前にここでコーヒーを買っていく。

大きく沈んだ” 波” 揺りかごのような空間。ここは展望室。入ってくる電車、出発する電車が見える特等席。

plan5

大きく長い” 波” ふんわり包まれるような空間。ここは図書館。駅構内の音がＢＧＭの少し変わった場所。無音よりどこか心地いい。

plan6

plan7 plan8

少し長くて大きい” 波” 音と香りが広がる空間。ここはカフェ。コーヒーのいい香りが漂うオシャレな場所。

diagram4

波のような動きのある屋根 緩やかに伸びる丘 新しい空間

波のような大きな屋根をかけ、丘のような緩やかな平面でつなげることにより新しい内部空間が生まれる。包まれるような感覚そして同時にスケール感に圧倒されるような空間になる。
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ごみをごみ箱に捨てる事をためらう日本人は居ない。ごみがどこに集められどのように処分

されているか知らないまま今まで通りに環境問題に向き合う事は出来ない。

そこで、人間に最も身近である建築を介してごみ問題の重要性と現状を示す建築を作りたい

と考える。本計画では、この建築を通して深刻なごみ問題に対して強いメッセージを発信す

る事と大量生産大量廃棄のもたらす現在の状態を示すことを目的とする。本来、捨てられる

だけのごみを材料とした新たな建築の在り方を生み出し、ごみを社会へ復帰させる。

18.　ごみ美術館　～見えなかったものを見る～

河野　祐樹
KONO Yuki                 
建築意匠研究室

工学会賞 2 席
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近年進められている再開発や道路整備は本当に街にいいことなのだろうか。それはただ上面

のいいものができてしまうだけなのではないだろうか。新しいものを拒むわけではないけれ

ど、まちの本当のいいところはそんなところではないのではないだろうか。汚いところも、

綺麗なところも、今までのものも、新しいものも…すべて剥きだして溶け合うように混ざり

合ったありのままの姿のほうが美しいのではないだろうか。剥きだしの街が、まるで踊るよ

うにリズムを刻み、乱れながら立ち上がって行くような建築を提案したい。

19.　Delirious Hiroshima　~ 欲望の塔 ~

水津　明彦
SUIZU  Akihiko               
建築意匠研究室

日本建築学会中国支部長賞
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使えない廃材をヴィンテージ材と称し、家具という新しい形で有効活用する。古民家で使わ

れていたものを材料として用いることで、材料がたどって来た歴史を使用者に身を持って感

じてもらう。それによって、工夫すれば古いものでも蘇る事ができ、長く使えるということ

を伝える。保存活動に貢献してもらえる人がひとりでも増えてくれることを願いカタチにす

る。

21.　継承　～物を通じて、者を残す～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本インテリア学会中国・四国支部長賞

往下　雄二
OSHITA  Yuji                  
環境設計研究室
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多種多様化することと均質化すること。両者の関係を考え、

新しいコミニティー施設のあり方を考察する。高齢者や若者等、

世代を越えた人が行き交うこの場所はふところの居場所となる。注目し、立体的な町家型集合住宅を提案する。都市の中で窮屈に

存在する町家が、生活装置として生み出した空気ダクト的機能空間である通り庭、庭を垂直水平方向へ回転させることで、通り庭

による縦方向の抜け、庭と開口による横への抜けへと変換し、閉鎖的な建物内部を空気ダクトでつなぎ外部へと解放する。外部環

境から独立し存在する都市型住居を都市環境の中でニュートラルなダクト装置として寄与させる。京町家の構成を参照する事は住

空間を形成するにあたり大地からはなれていくビルディングタイプに少なからず必要な要素であると考える。

01.　ふところの居場所

渡辺　正悟
WATANABE  Syougo
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02.　都市を紡ぐ回路　～ヴァザーリの空中回路から見る空間と都市の繋がり～

            
          

岡本　幸大
Okamoto  koudai

都市は幾つかの搭状の形態が乱立することで出来ている。それらは常に区画に合わせて同じ方向に向いてい

る。その方向を変え、どれかを繋げてやることで新たな空間を作り出してゆく。同じ空間が存在しているよ

うで存在しない均質であり、均質でない空間を目指す。本計画施設ができるころで広島市中央部での公共建

築が持つ新たな施設の発展が起きることを願うものでる。
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集合住宅においての共用空間はディベロッパーにとっては利益の生まない空間と言える。だからこそ、たい

した使われ方もなく、廊下、階段、エントランスホール、集会所は広くとらない。言うなれば、集合住宅に

おいての共用空間は未成熟だからこそ人は集合住宅から出る要因となっている。一軒家においては、共用空

間は切っ掛けの場として機能していたこの共用空間を、共用空間の未成熟な集合住宅においても住民達への

新たな切っ掛けづくりの場として本計画で提案していくものとする。

03.　かさなり　- 現代における中層集合住宅の共用空間へのアクセス方法についての研究 -

宮本　眞兵
MIYAMOTO Shimpei　                       
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これからの商店街はどうあるべきか。それは商店街の本分である商業から考える必要がある。本計画は従来

の「店舗」を使う商業形態を見直し、商売をしたい人が、したい時、したい場所、したい業種を選択できる

ように商店街という空間を時間貸しする。そのために相応しい空間は従来の長屋型ではなく、住民のための

空間は縦に伸びた塔状で周りに余白が生まれる空間だろう。そこには「商業」「公共」「個人」の立体的な繋

がりが緩やかに生まれる。

04.　レンタル商店街　- 商業形態の変化を助ける建築形態の考察、
　　　　　　　　　　　　　競合相手との差別化と回転率の高い商店街の提案 - 

川添　拓郎  
KAWAZOE Takuro                 
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通常の刑事施設は交通インフラから意図的に遠ざけられ、郊外や農村部に位置し、高さ５ｍものコンクリート壁によっ

て外部の生活空間と完全に遮断されている。この様な従来の刑事施設から、拘束 ( 社会からの隔離 ) と自由過 ( 最小限

の人間的生活 ) という、相反する２つの建築空間を取り込む計画とすることで、受刑者のみならず民間人に対しても

犯罪抑止力につながると考えている。又、刑務所内の受刑者を世間から隔絶するのではなく、外部に開くことで刑務

所内部を覗こうとする周辺の人々が監視役となり刑務所の緊張感が保たれ、再犯率低下が期待できると考えている。

本計画により従来の刑事施設を比較的オープンな施設とすることで、一般の人が関心を持ち、刑事施設と社会が近い

距離になることを期待する。

05.　グリッドにおける民営化された社会復帰促進センターの提案

奥田　麻美
OKUDA Asami
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本計画は、シェアハウスという共同体を介し、農業分野における新しい仕組み、地域社会の活性を図る計画

である。

現在、農業並び産業の衰退は著しく低下しているが、未だ根本的な解決方法は見つかっていない。

また拍車をかける様に、高齢化問題、外交問題、産業における後継者不足と問題は後を絶たない。

シェアハウスを通して農業を営み、仲間と協力し、町を作り出す環境を提案する。

若い力が町の活気を作り、農業環境の問題、地域社会の問題を町が一体となって取り組むことができればと

思い、本計画に至っている。

３つの計画はバリエーションを持たせるためと、様々な可能性を考察するべく、計画を行った。

06.　農業共有型シェアハウス

上原　諒也
UEHARA Ryoya　                       
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年々増加する京都市における観光客に対し、京都市としても対策は練っているものの対応しきれていない現

状がある。また、景観保護を掲げながらも制限ギリギリの範囲で商業施設、集合住宅が増え続ける現在では、

ただ守るだけでなく過去と調和するような新しい建築物が必要なのではないだろうか。

そこで観光案内をはじめとする建築空間を充実させることで、観光客はもちろん、地域住民にとっても満足

できることで、京都市の価値を底上げできるのではないかと考える。

今まで見過ごしていた京都の魅力を発見・再認識できる空間を提案する。

07.　Kyoto Informationtheque
          　　　~ 京都市の観光地における新しい建築空間の提案 ~
　　　　 

井用　深雪
IYO Miyuki                
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流動的に機能が移り変わる一方で河原の岩のように、じっと動かない「強い空間」も必要だと考えています。

今から 10 年後、100 年後の将来、建築に求められる機能は予測できません。公共建築においては、建築の用途や機能

を限定しないよう空き箱のような空間作りが主流となっています。一方グローバル化を目指す地域社会では、地域性

を産業と結びつけようとする動きが活発です。「空き箱」と「地域性」は相反するものであり、そこに公共建築の行き

詰まりを感じます。

流動性を求められ、全てが均質へ向かう時代だからこそ形態への憧れや、物質的、体感な形態のデザインが重要になっ

てくるのではないでしょうか。

08.　大仮構体　— 空間の流動性と場所性について —
               

中村　遼太
NAKAMURA Ryota
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D E S I G N 
C O M P E T I T I O N 
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山本 拓哉
YAMAMOTO Takuya
河野 祐樹
KONO Yuki
        

2012 年度　日本建築学会設計競技
課題　「あたりまえのまち / かけがえのないもの」
　　　世界のリビング
　　　支部入選         
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植木　優行
UEKI Masayuki
塩川　正人
SIOKAWA Masato
         

2012 年度　日本建築学会設計競技
課題　「あたりまえのまち / かけがえのないもの」　　　
　　　記憶の道　-8 時 15 分の境界線 -
　　　支部入選



2012  設計コンペ 53

上原　諒也
UEHARA Ryouya
岡本　幸大
OKAMOTO Koudai
中村　遼太
NAKAMURA Ryota
チョルマン・ヨルゴス
Giorgos TSORMAN      

2012 年度　日本建築学会設計競技
課題　「あたりまえのまち / かけがえのないもの」
　　　みんなの庭　- 住民が作る新しい道 -
　　　支部入選         
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